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太
田
和
泉
守
こ
れ
を
綴
る 

 

元
亀
三
年
壬
申 

  
 

む
し
や
の
心
路
御
普
請
の
事 

  

三
月
五
日
、
信
長
公
、
江
北
表
へ
御
馬
を
出
だ
さ
れ
、
赤
坂
に
御
陣
取
り
。
次
日
、
横
山
に

至
り
て
御
着
陣
。 

 

三
月
七
日
、
御
敵
城
大
谷
と
山
本
山
の
間
五
十
町
に
は
過
ぐ
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
間
へ
推
し

入
り
、
野
陣
を
懸
け
さ
せ
ら
れ
、
与
語
・
木
本
ま
で
放
火
な
り
。
江
北
の
諸
侍
、
連
々
申
す
様
、

与
語
・
木
本
へ
手
遣
ひ
の
砌
は
、
節
所
を
越
し
来
た
る
の
間
、
是
非
共
一
戦
に
及
ぶ
べ
き
の
由

申
し
つ
る
。
日
比
の
口
言
む
な
し
く
、
足
軽
え
さ
へ
然
々
と
も
仕
ら
ず
侯
て
、
無
異
儀
な
く
、

九
日
に
横
山
ま
で
御
人
数
打
ち
納
れ
ら
れ
、
三
月
十
日
常
薬
寺
に
御
泊
。 

 

三
月
十
一
日
、
志
賀
郡
へ
御
出
陣
。
和
爾
に
御
陣
を
居
さ
せ
ら
れ
、
木
戸
・
田
中
推
し
詰
め
、

御
取
り
仰
せ
つ
け
ら
る
。
明
智
十
兵
衛
・
中
川
八
郎
右
衛
門
・
丹
羽
五
郎
左
衛
門
、
両
三
人
前

出
に
を
か
せ
ら
れ
、 

 

三
月
十
二
日
、
信
長
公
直
ち
に
御
上
洛
、
二
条
妙
覚
寺
御
寄
宿
。
迚
も
細
々
御
参
洛
の
条
、

信
長
公
御
座
所
こ
れ
な
く
侯
て
は
如
何
の
由
に
て
、
上
京
む
し
や
の
小
路
に
あ
き
地
の
坊
跡
こ

れ
あ
る
を
御
居
住
に
相
構
へ
ら
る
べ
き
の
旨
上
聞
に
達
せ
ら
れ
候
の
処
、
尤
も
然
る
べ
き
の
由



仰
せ
出
だ
さ
る
。
即
ち
公
儀
よ
り
御
普
請
仰
せ
つ
け
ら
る
べ
き
の
旨
の
御
斟
酌
数
ケ
度
に
及
ぱ

れ
侯
と
い
へ
ど
も
、
頻
り
に
上
意
の
事
侯
問
、
御
諚
に
応
へ
ら
る
。
尾
・
濃
・
江
三
国
の
御
伴

衆
は
御
普
請
御
赦
免
な
ら
れ
仕
ら
ず
侯
。
畿
内
の
面
々
な
ど
在
洛
に
て
候 

 

三
月
廿
四
日
、
御
鍬
始
め
有
り
、
先
方
に
築
地
を
つ
か
せ
ら
れ
、
請
取
り
の
手
前
貼
に
舞
台

を
か
ざ
り
、
児
若
衆
色
々
美
々
敷
出
立
に
て
、
笛
・
太
鼓
・
つ
ゝ
み
を
以
て
拍
子
を
合
せ
囃
し

立
て
、
各
も
興
に
乗
ぜ
ら
る
。
い
と
ど
さ
へ
、
都
は
人
の
群
衆
と
申
し
候
へ
ば
、
御
普
請
の
上

下
、
見
物
の
貴
賤
、
花
を
手
折
り
、
袖
を
連
ね
、
衣
香
当
を
撥
い
、
四
方
に
薫
し
、
様
々
諸
の

仕
立
て
あ
り
。
天
下
の
納
面
白
く
候
な
り
。
御
普
請
奉
行
、
村
井
民
部
・
島
田
所
助
。
御
大
工

棟
梁
、
池
上
五
郎
右
衛
門
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
侯
ひ
き
。
細
川
六
郎
殿.

岩
成
主
税
頭
始
め
て
、
今

度
、
信
長
公
へ
御
礼
仰
せ
ら
れ
、
御
在
洛
侯
な
り
。
今
般
大
坂
門
跡
よ
り
万
里
江
山
の
一
軸
、

幷
、
白
天
目
、
信
長
公
へ
進
上
な
り
。 

  
 

交
野
へ
松
永
取
出
仕
り
侯
て
、
追
払
は
る
ゝ
の
事 

  

去
る
程
に
、
三
好
左
京
大
夫
殿
、
非
儀
を
お
ぼ
し
め
し
た
て
、
松
永
弾
正
・
息
右
衛
門
佐
、

父
子
と
仰
せ
談
ぜ
ら
れ
畠
山
殿
に
対
し
既
に
鉾
楯
に
及
ぱ
れ
侯
。
安
見
新
七
郎
が
居
城
交
野
へ

差
し
向
ひ
、
松
永
弾
正
・
取
手
を
申
し
つ
け
侯
。
其
の
時
の
大
将
と
し
て
山
口
六
郎
四
郎
、
奥

田
三
川
、
両
人
勢
衆
三
百
ば
か
り
取
出
に
在
城
な
り
。 

 

信
長
公
よ
り
、
討
ち
果
す
べ
き
の
旨
に
て
遣
は
さ
れ
し
御
人
数
。
佐
久
間
右
衛
門
、
柴
田
修



理
亮
、
森
三
左
衛
門
、
坂
井
右
近
、
蜂
屋
兵
庫
、
斎
藤
新
五
、
稲
葉
伊
予
、
氏
家
左
京
亮
、
伊

賀
伊
賀
守
、
不
破
河
内
、
丸
毛
兵
庫
、
多
賀
新
左
衛
門
、
此
の
外
、
五
畿
内
・
公
方
衆
を
相
加

へ
後
詰
と
し
て
御
人
数
出
だ
さ
れ
、
取
出
を
取
り
巻
き
、
志
ゝ
垣
結
ひ
ま
は
し
お
か
れ
侯
処
に
、

風
雨
の
紛
に
切
り
抜
け
候
な
り
。
三
好
左
京
大
夫
殿
は
若
江
に
楯
籠
り
、
松
永
弾
正
は
大
和
の

内
信
貴
の
城
に
在
城
な
り
。
息
右
衛
門
佐
は
奈
良
の
多
門
に
居
城
な
り
。 

 

五
月
十
九
日
、
信
長
天
下
の
儀
、
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
濃
州
岐
阜
に
至
り
て
御
下
。 

  
 

奇
妙
様
御
具
足
初
め
に
、
虎
後
前
山
御
要
害
の
事 

  

七
月
十
九
日
、
信
長
公
の
嫡
男
奇
妙
公
御
具
足
初
に
信
長
御
同
心
な
さ
れ
、
御
父
子
江
北
表

に
至
り
て
御
馬
を
出
だ
さ
れ
、
其
の
日
、
赤
坂
に
御
陣
取
り
、
次
の
日
、
横
山
に
御
陣
を
居
え

ら
れ
、
廿
一
日
、
浅
井
居
城
大
谷
へ
推
し
詰
め
、
ひ
ば
り
山
、
虎
後
前
山
へ
御
人
数
上
せ
ら
れ
、

佐
久
間
右
衛
門
、
柴
田
修
理
、
木
下
藤
吉
郎
、
丹
羽
五
郎
左
衛
門
、
蜂
屋
兵
庫
頭
に
仰
せ
つ
け

ら
れ
、
町
を
破
ら
せ
ら
れ
、
一
支
も
さ
ゝ
へ
ず
推
し
入
り
、
水
の
手
ま
て
追
ひ
上
げ
、
数
十
人

討
捕
る
。
柴
田
修
理
、
稲
葉
伊
予
、
氏
家
左
京
助
、
伊
賀
伊
賀
守
、
是
れ
等
を
先
手
に
陣
と
ら

せ
、
次
の
日
、
阿
閉
淡
路
守
楯
籠
も
る
居
城
山
本
山
へ
、
木
下
藤
吉
郎
差
し
遣
は
さ
れ
、
麓
を

放
火
候
。
然
る
間
、
城
中
の
足
軽
ど
も
百
騎
ぽ
か
り
罷
り
出
で
、
相
支
へ
侯
。
藤
吉
郎
見
計
ら

ひ
、
焜
と
切
り
か
ゝ
り
切
り
崩
し
、
頸
数
五
十
余
討
ち
捕
る
。
信
長
公
御
褒
美
斜
な
ら
ず
。 

 

七
月
廿
三
日
、
御
人
数
を
し
出
だ
し
、
越
前
境
、
与
語
・
木
本
、
地
蔵
坊
中
を
初
め
と
し
て
、



堂
塔
伽
藍
・
名
所
旧
跡
、
一
宇
も
残
さ
ず
焼
き
払
ふ
。 

 

七
月
廿
四
日
、
草
野
の
谷
、
是
れ
又
、
放
火
侯
。
幷
に
、
大
吉
寺
と
申
し
て
、
高
山
能
き
構

へ
、
五
十
坊
の
所
に
侯
。
近
里
近
郷
の
百
姓
な
ど
当
山
へ
取
り
上
り
候
。
前
は
嶮
難
の
ぼ
り
難

き
に
依
つ
て
、
麓
を
襲
は
せ
、
夜
中
よ
り
、
木
下
藤
吉
郎
・
丹
羽
五
郎
左
衛
門
、
う
し
ろ
山
続

き
に
攻
め
上
げ
、
一
揆
僧
俗
数
多
切
り
捨
て
ら
れ
、
海
上
は
打
下
の
林
与
次
左
衛
門
・
明
智
十

兵
衛
、
堅
田
の
猪
飼
野
甚
介
・
山
岡
玉
林
・
馬
場
孫
二
郎
・
居
初
又
二
郎
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
、

囲
舟
を
拵
へ
、
海
津
浦
、
塩
津
浦
、
与
語
の
入
海
、
江
北
の
敵
地
、
焼
き
払
ふ
。 

 

竹
生
島
へ
舟
を
寄
せ
、
火
屋
・
大
筒
・
鉄
炮
を
以
て
攻
め
ら
れ
侯
。
此
の
中
、
江
北
に
聞
か

ざ
る
一
揆
と
云
ふ
事
を
企
て
、
俳
個
の
奴
原
、
風
に
木
葉
の
散
る
様
に
、
ち
り
失
せ
侯
て
、
今

は
一
人
も
こ
れ
な
く
、
猛
勢
と
り
詰
め
、
悉
く
田
畠
を
苅
田
に
申
し
つ
げ
ら
れ
侯
間
、
浅
井
人

数
は
次
第
貼
に
手
薄
に
罷
り
な
る
な
り
。 

 

七
月
廿
七
日
よ
り
、
虎
後
前
山
御
取
出
の
御
要
害
仰
せ
つ
け
ら
る
。
然
れ
ほ
、
浅
井
方
よ
り

越
前
の
朝
倉
か
た
へ
注
進
の
申
し
様
、
尾
州
、
河
内
長
島
よ
り
、
一
揆
蜂
起
侯
て
、
尾
・
濃
の

通
賂
を
と
め
、
既
に
難
儀
に
及
ば
せ
侯
間
、
此
の
節
、
朝
倉
馬
を
出
だ
さ
れ
侯
へ
ば
、
尾
・
濃

の
人
数
悉
く
討
ち
果
た
す
の
由
、
偽
り
申
し
遣
は
し
侯
。
注
進
、
実
に
心
得
、
朝
倉
左
京
大
夫

義
景
、
人
数
壱
万
五
千
計
に
て
、 

 

七
月
廿
九
日
、
浅
井
居
城
大
谷
へ
参
着
侯
。
然
り
と
雖
も
、
此
表
の
為
体
見
及
び
、
抱
へ
が

た
く
存
知
、
高
山
大
づ
く
へ
取
り
上
り
、
居
陣
な
り
。
然
る
と
こ
ろ
を
足
軽
ど
も
に
責
む
べ
き

を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
則
ち
、
若
武
者
ど
も
野
に
臥
せ
、
山
に
忍
び
入
り
、
の
ぼ
り
・
さ
し
物
道



具
を
取
り
、
頸
ニ
ツ
三
ツ
宛
て
取
り
参
ら
ざ
る
日
も
こ
れ
な
し
。
高
名
の
軽
重
に
随
ひ
、
其
の

御
褒
美
を
加
え
ら
る
ゝ
の
間
、
弥
嗜
み
大
方
な
ら
ず
。 

 

八
月
八
日
、
越
前
の
前
波
九
郎
兵
衛
父
子
三
人
、
此
の
御
陣
へ
参
ぜ
ら
れ
候
。
信
長
公
の
御

祝
着
斜
な
ら
ず
。
則
ち
、
御
帷
・
御
小
袖
・
御
馬
・
皆
具
と
も
に
拝
領
申
さ
れ
候
。
翌
日
又
、

富
田
弥
六
・
戸
田
与
次
・
毛
屋
猪
介
、
参
ら
れ
候
。
是
れ
又
、
色
々
下
さ
れ
、
忝
き
次
第
、
大

方
な
ら
ず
。
虎
後
前
山
御
取
出
御
普
請
程
な
く
出
来
訖
ん
ぬ
。
御
巧
を
以
て
、
当
山
の
景
気
、

興
あ
る
仕
立
、
生
便
敷
御
要
害
見
聞
に
及
ば
ざ
る
の
由
に
て
、
各
耳
目
を
驚
か
さ
れ
候
。
御
座

敷
よ
り
北
を
御
覧
せ
ら
れ
侯
へ
ぼ
、
浅
井
・
朝
倉
、
高
山
大
づ
く
へ
取
り
上
り
、
入
城
し
、
難

堪
の
峠
に
及
ぶ
。
西
は
海
上
漫
々
と
し
て
、
向
か
ひ
は
比
叡
山
八
王
寺
、
昔
は
尊
き
霊
地
な
り

と
い
へ
ど
も
、
一
年
、
山
門
の
衆
徒
な
ど
逆
心
を
企
て
、
自
業
自
果
の
道
理
を
以
て
、
山
上
山

下
灰
燼
と
な
さ
ん
と
、
是
に
御
憤
を
散
ぜ
ら
れ
、
御
存
分
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
る
所
な
り
。
又
、

南
は
志
賀
・
唐
崎
・
石
山
寺
、
彼
の
本
尊
と
申
す
は
大
国
震
旦
ま
で
も
隠
れ
な
き
霊
験
殊
勝
の

観
世
音
。
往
昔
、
紫
式
部
も
所
願
を
叶
へ
、
古
今
翫
所
の
源
氏
の
巻
を
注
し
を
か
れ
た
る
所
な

り
。
東
は
高
山
伊
吹
山
、
麓
は
あ
れ
て
残
り
し
不
破
の
関
、
何
れ
も
眼
前
に
及
ぶ
と
こ
ろ
の
景

気
。
又
、
丈
夫
な
る
御
普
請
、
申
し
尽
し
が
た
き
次
第
な
り
。
虎
ご
ぜ
山
よ
り
横
山
ま
で
の
間

三
里
な
り
。
程
遠
く
候
間
、
其
の
繋
ぎ
と
し
て
八
相
山
・
宮
部
郷
両
所
に
御
要
害
仰
せ
つ
け
ら

る
。
宮
部
村
に
は
宮
部
善
祥
坊
を
入
れ
を
か
せ
ら
れ
、
八
相
山
に
は
御
番
手
の
人
数
仰
せ
つ
け

ら
る
。
虎
後
前
山
よ
り
宮
部
ま
で
路
次
の
一
段
あ
し
く
候
。
武
者
の
出
入
り
の
た
め
、
道
の
ひ

ろ
き
三
間
、
間
中
に
高
々
と
つ
か
せ
ら
れ
、
其
の
へ
り
に
敵
の
方
に
高
さ
一
丈
に
五
十
町
の
間
、



築
地
を
つ
か
せ
、
水
を
関
に
入
れ
、
往
還
た
や
す
き
様
に
仰
せ
つ
け
ら
る
る
事
も
、
お
び
た
だ

し
き
御
要
害
、
申
す
も
愚
か
に
候
。
朝
倉
此
の
表
に
候
て
も
、
苦
し
か
ら
ず
候
間
、
横
山
に
至

つ
て
、
信
長
公
御
馬
を
納
め
ら
る
べ
き
の
旨
に
候
。
其
の
一
両
日
以
前
に
、
朝
倉
方
へ
使
者
を

立
て
さ
せ
ら
れ
、
迚
も
是
れ
ま
で
出
張
の
事
に
候
間
、
日
限
を
さ
し
、
一
戦
を
も
つ
て
果
て
ら

れ
候
へ
と
、
堀
久
太
郎
を
以
て
仰
せ
遣
は
さ
れ
候
と
雖
も
、
中
々
返
答
に
及
ば
ざ
る
の
間
、
虎

後
前
山
に
は
、
羽
柴
藤
吉
郎
と
定
番
と
し
て
、
入
れ
お
か
る
。 

 

九
月
十
六
日
、
信
長
公
嫡
男
奇
妙
公
御
父
子
、
横
山
に
至
り
て
御
馬
を
納
め
ら
れ
候
へ
き
。 

 

霜
月
三
日
、
浅
井
・
朝
倉
人
数
を
出
だ
し
、
虎
後
前
山
よ
り
宮
部
ま
で
つ
か
せ
ら
れ
候
築
地
、

引
き
崩
す
べ
き
行
と
し
て
、
浅
井
七
郎
、
足
軽
大
将
に
て
、
先
を
仕
り
、
懸
り
来
た
る
。
則
ち
、

羽
柴
藤
吉
郎
人
数
を
出
だ
し
、
取
り
合
う
。
梶
原
勝
兵
衛
、
毛
屋
猪
介
、
富
田
弥
六
、
中
野
又

兵
衛
、
滝
川
彦
右
衛
門
、
先
懸
に
て
、
暫
し
支
へ
合
ひ
、
追
い
崩
し
、
各
功
名
比
類
な
し
。
滝

川
彦
右
衛
門
事
、
日
比
御
近
習
に
召
し
使
は
れ
し
者
に
て
候
。
以
前
大
谷
表
に
て
大
さ
し
物
を

仕
り
、
罷
り
出
で
、
さ
せ
る
働
き
も
こ
れ
な
く
、
曲
事
と
仰
せ
出
だ
さ
る
。
此
の
頃
、
御
勘
当

を
蒙
り
、
虎
後
前
山
に
居
残
り
、
今
度
、
目
に
見
へ
候
働
き
を
仕
り
、
各
御
取
り
合
ひ
に
て
、

御
前
へ
召
し
出
だ
さ
れ
、
面
目
を
播
す
な
り
。 

  
 

味
方
か
原
合
戦
の
事 

  

是
れ
は
遠
州
表
の
事
。
霜
月
下
旬
、
武
田
信
玄
、
遠
州
二
股
の
城
取
巻
く
の
由
、
注
進
こ
れ



あ
り
。
則
ち
、
信
長
公
御
家
老
の
衆
、
佐
久
間
右
衛
門
、
平
手
甚
左
衛
門
、
水
野
下
野
守
大
将

と
し
て
、
御
人
数
遠
州
浜
松
に
至
り
参
陣
の
と
こ
ろ
に
、
早
、
二
股
の
城
攻
め
落
し
、
其
の
競

ひ
に
、
武
田
信
玄
堀
江
の
城
へ
打
ち
廻
り
、
相
働
き
候
。
家
康
も
浜
松
の
城
よ
り
御
人
数
出
だ

さ
れ
、
身
方
ケ
原
に
て
足
軽
ど
も
取
合
ひ
、
佐
久
間
・
平
手
を
初
め
と
し
て
、
懸
け
つ
き
、
互

に
人
数
立
ち
合
ひ
、
既
に
一
戦
に
取
り
向
か
ふ
。
武
田
信
玄
、
水
股
の
者
と
名
付
け
て
、
三
百

人
ば
か
り
、
真
先
に
た
て
、
彼
等
に
は
つ
ぶ
て
を
う
た
せ
て
、
推
し
大
鼓
を
打
ち
て
、
人
数
か
ゝ

り
来
た
る
。
一
番
合
戦
に
、
平
手
甚
左
衛
門
、
同
家
臣
の
者
、
家
康
公
の
御
内
衆
、
成
瀬
藤
蔵
。 

 

十
二
月
廿
二
日
、
身
方
ケ
原
に
て
数
輩
討
死
こ
れ
あ
り
。
さ
る
程
に
、
信
長
公
、
幼
稚
よ
り

召
し
使
は
れ
侯
御
小
姓
衆
、
長
谷
川
橋
介
・
佐
脇
藤
八
・
山
口
飛
騨
・
加
藤
弥
三
郎
四
人
、
信

長
公
の
御
勘
当
を
蒙
り
、
家
康
公
を
憑
み
奉
り
、
遠
州
に
身
を
隠
し
、
居
住
侯
ら
ひ
し
。
是
れ

叉
、
一
番
合
戦
に
一
手
に
か
ゝ
り
合
ひ
、
手
前
に
て
比
類
な
き
討
死
な
り
。
爰
に
希
代
の
事
あ

る
様
子
は
、
尾
州
清
洲
の
町
人
、
具
足
屋
玉
越
三
十
郎
と
て
、
年
の
頃
廿
四
、
五
の
者
あ
り
。

四
人
衆
見
舞
ひ
と
し
て
、
遠
州
浜
松
へ
参
ら
れ
侯
折
節
、
武
田
信
玄
、
堀
江
の
城
取
り
詰
め
、

在
陣
の
時
に
侯
。
定
め
て
、
此
の
表
相
働
く
べ
く
侯
。
さ
侯
は
ぱ
一
戦
に
及
ぶ
べ
く
侯
間
、
早
々

罷
り
帰
り
侯
へ
と
、
四
人
衆
達
つ
て
異
見
侯
へ
ば
、
是
れ
ま
で
罷
り
参
り
侯
の
と
こ
ろ
を
、
は

づ
し
て
罷
り
帰
り
侯
は
ば
、
以
来
、
口
は
き
か
れ
ま
じ
く
侯
間
、
四
人
衆
討
死
な
ら
ば
、
同
心

す
べ
き
と
申
し
切
り
、
罷
り
帰
ら
ず
、
四
人
衆
と
一
所
に
切
つ
て
ま
は
り
、
枕
を
並
べ
て
討
死

な
り
。
家
康
公
中
筋
切
り
立
て
ら
れ
、
軍
の
中
に
乱
れ
入
り
、
左
へ
つ
き
て
、
身
方
が
原
の
き

し
道
の
一
騎
打
ち
を
退
か
せ
ら
れ
侯
を
、
御
敵
、
先
に
待
ち
請
け
、
支
へ
侯
。
馬
上
よ
り
御
弓



に
て
射
倒
し
、
懸
け
抜
け
、
御
通
り
侯
。
是
れ
の
み
な
ら
ず
、
弓
の
御
手
柄
今
に
始
ま
ら
ず
、

浜
松
の
城
堅
固
に
御
拘
へ
な
さ
る
。
信
玄
は
勝
利
を
得
、
人
数
打
ち
入
れ
侯
な
り
。 

 


